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2020 年度所報の発刊にあたって 
 
 2020 年度島嶼地域科学研究所所報の発刊にあたり、ご挨拶申し上げます。 
 島嶼地域科学研究所（Research Institute for Islands and Sustainability）となって 3 年目を迎えたこの
年、世界的な新型コロナウイルス感染拡大状況が年度を通して続いたことで、私どもは自らの研究活動
に強い制限をかけました。島嶼地域には医療体制が十分とはいえない地域も多く、ウイルスに対して脆
弱であることは否めません。そのような島々に研究目的で入り、住民の方々を不安にさせることがあっ
てはなりません。ましてや、私どもが新型コロナウイルスの感染拡大に組みすることがあってはなりま
せん。私どもは、島嶼地域研究者として自らを律し、島嶼地域における調査・研究活動を必要最小限に
とどめました。 

そのため、学外の島嶼地域研究者との連携拡充を目的とした公募型の共同利用・共同研究事業（2018
年度～）は残念ながら実施を見送りました。この取組は島嶼研究の国内外における強化と、同研究の世
界的拠点としての役割を本研究所が担うことを目指すもので、本研究所の事業のなかでも非常に重要な
位置づけにあります。2021 年度以降に再開できることを願っています。 
 それでも本研究所として、自律的・持続的島嶼地域社会の形成に寄与するべき、新型コロナウイルス
感染拡大状況下においても実行可能な研究事業は、躊躇しないどころか、積極的に推し進めてまいりま
した。まず 2020 年度に 2 年目を迎えた文部科学省機能強化経費による事業「島嶼地域科学の分野横断
型研究展開による国際的共同研究拠点形成」（2019～2021 年度）があります。学内の多くの研究者の参
加のもと、複数の研究ユニット（「防災」「コミュニティ」「軍事基地と環境」「歴史清算」「保健」）を設
置し、これまでに収集してきた研究データや島嶼に赴かず遠隔で可能な調査によって得た情報によって
多様な研究を推進してきました。さらに、オンラインを用いて、海外の研究者によるレクチャーシリー
ズを積極的に開催したことで、より多くの研究成果から刺激を受けることが可能となり、私どもの研究
の国際的展開をも促進しました。 
 この 2020 年度には、新たな研究プロジェクトを始めることもできました。日本学術振興会の「課題
設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業」（領域開拓プログラム）に採択された「対話型アーカ
イブズによる新たな『島嶼の知』の創出に基づく島嶼地域科学の体系化」（2020～2022 年度）です。研
究者による学術的調査とそれへの地域（住民と行政）の直接的関与に基づくアーカイブズを形成し、そ
れを地域住民、行政、研究者が協働し対話する動態的プラットフォームとして稼働させることで、島嶼
の知を意識的に結集し地域課題の解決に導く方法論の構築に向けた調査研究と議論を積み重ねていく
ものです。 
 2019 年度に発行を開始した Okinawan Journal of Island Studies (OJIS)と和文誌『島嶼地域科学』は広
く国内外から投稿を受け付ける査読誌です。前者は世界の著名な島嶼地域研究者をアドバイザリーボー
ドに迎え、2020 年度 3 月に第 2 号を発刊しました。後者は 2020 年度中に論文投稿と査読を進め、この
所報が公表される頃には第 2 号がオンラインジャーナルとして J-STAGE にて刊行される予定です。両
誌とも電子版で公開しており（OJIS は紙媒体も発行しています）、世界に向けて発信しています。 

組織としては、教授 2 名の定年退職に伴い、新たに教授 1 名と講師 1 名を迎えました。これにより
2020 年度の体制は教授 3 名、准教授 1 名、講師 1 名、特命助教 1 名となりました。また、他学部から
本研究所の研究や運営に参画している 27 名（2020 年度）の併任教員の尽力によって、研究所の活動は
支えられています。こうした全学的な協力体制によって、研究所としての実績を積み重ねることができ
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ています。 
 多様で複雑な島嶼という地域を研究対象とするにあたり、トランスディシプリナリー（超学際）な研
究態度が必要と考えています。複数の学問分野の理論や方法論を統合し、さらに非専門家（地域住民等）
の島嶼地域における経験知や生活知をも統合していくことで、島嶼の実際と将来を追究できると考えま
す。多分野・多組織による連携を通して、「島嶼地域科学」の確立に向けて邁進する所存です。引き続き
島嶼地域科学研究所に対するご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 
 
 
 

2021 年 10 月 1 日 
 

国立大学法人 琉球大学 
研究推進機構 島嶼地域科学研究所 

所長 波多野 想 
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1．組織構成図 
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2．運営組織 

（1）研究所会議 

藤田 陽子（島嶼地域科学研究所／研究所長・教授） 議長 
波多野 想（島嶼地域科学研究所／研究副所長・教授） 
池上 大祐（国際地域創造学部／准教授） 
喜納 育江（国際地域創造学部／教授） 
宜野座 綾乃（島嶼地域科学研究所／准教授） 
佐藤 崇範（島嶼地域科学研究所／特命助教） 
鳥山 淳（島嶼地域科学研究所／教授） 
宮内 久光（国際地域創造学部／教授） 
山極 海嗣（島嶼地域科学研究所／講師） 2020 年 12 月 1 日着任 

（2）所内委員会組織 

Okinawan Journal of Island Studies 編集委員会 

宜野座 綾乃（島嶼地域科学研究所／准教授） 編集長 
波多野 想（島嶼地域科学研究所／研究副所長・教授） 編集委員 
宮國 薫子（国際地域創造学部／准教授） 編集委員 
山里 絹子（国際地域創造学部／准教授） 編集委員 
Timothy Kelly （名桜大学非常勤講師） 編集委員 

『島嶼地域科学』編集委員会 
鳥山 淳（島嶼地域科学研究所／教授） 編集長 
宮内 久光（国際地域創造学部／教授） 編集委員 
池上 大祐（国際地域創造学部／准教授） 編集委員 

（3）協議委員会（名簿順） 

藤田 陽子（島嶼地域科学研究所／教授・所長） 1 号委員・委員長 
波多野 想（島嶼地域科学研究所／教授・副所長） 2 号委員 
宜野座 綾乃（島嶼地域科学研究所／准教授） 3 号委員 
本村 真（人文社会学部／教授） 4 号委員 
金城 尚美（国際地域創造学部／教授） 4 号委員 
花木 宏直（教育学部／准教授） 4 号委員 
傳田 哲郎（理学部／教授） 4 号委員 
小林 潤（医学部／教授） 4 号委員 
長山 格（工学部／准教授） 4 号委員 
大田 伊久雄（農学部／教授） 4 号委員 

任期：2020 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 
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（4）共同利用・共同研究 運営委員会（名簿順） 

藤田 陽子（島嶼地域科学研究所／研究所長・教授） 1 号委員・委員長 
鳥山 淳（島嶼地域科学研究所／教授） 2 号委員 
酒井 一彦（熱帯生物圏研究センター／教授） 3 号委員 
久万田 晋（沖縄県立芸術大学附属研究所／教授） 4 号委員 
須藤 健一（堺市博物館／館長） 4 号委員 
中俣 均（法政大学文学部／教授） 4 号委員 

任期：2020 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 
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3．構成員 

（1）専任・併任教員 

 専門分野 （所属／職名） 
所長   
藤田 陽子（ふじた ようこ） 環境経済学 （島嶼地域科学研究所／教授） 
副所長   
波多野 想（はたの そう） 建築史学・文化遺産学・ランドス

ケープ研究 
（島嶼地域科学研究所／教授） 

専任教員   
鳥山 淳（とりやま あつし） 沖縄現代史 （島嶼地域科学研究所／教授） 

宜野座 綾乃（ぎのざ あやの） 
アメリカ研究・ジェンダー学・軍
事主義の文化研究 

（島嶼地域科学研究所／准教授） 

山極 海嗣（やまぎわ かいし） 考古学・人類学 （島嶼地域科学研究所／講師） 

佐藤 崇範（さとう たかのり） アーカイブズ学 （島嶼地域科学研究所／特命助教） 
   
併任教員   
池上 大祐（いけがみ だいすけ） 西洋史学 （国際地域創造学部／准教授） 
石原 昌英（いしはら まさひで） 社会言語学・言語政策 （国際地域創造学部／教授） 
稲村 務（いなむら つとむ） 社会人類学・比較民俗学 （国際地域創造学部／教授） 
大島 順子（おおしま じゅんこ） 地域・環境教育論 （国際地域創造学部／准教授） 
大湾 知子（おおわん ともこ） 成人・がん看護学 （医学部／准教授） 
獺口 浩一（おそぐち こういち） 財政学 （国際地域創造学部／教授） 

越智 正樹（おち まさき） 
観光社会学･農村社会学･地域社
会学 

（国際地域創造学部／教授） 

漢那 洋子（かんな ようこ） 光化学・有機物理化学  （理学部／准教授） 
喜納 育江（きな いくえ） アメリカ文学・ジェンダー研究 （国際地域創造学部／教授） 
金城 ひろみ（きんじょう ひろみ） 中国語学 （人文社会学部／准教授） 
小林 潤（こばやし じゅん） 国際保健 （医学部保健学科／教授） 
杉村 泰彦（すぎむら やすひこ） 農業経済学 （農学部／准教授） 
鈴木 規之（すずき のりゆき） 国際社会学 （人文社会学部／教授） 
淡野 将太（たんの しょうた） 教育心理学 （教育学部学校教育／准教授） 
當山 奈那（とうやま なな） 琉球語学 （人文社会学部／准教授） 
豊見山 和行（とみやま かずゆき） 琉球史学 （人文社会学部／教授） 
内藤 重之（ないとう しげゆき） 農業経済学 （農学部／教授） 

名護 麻美（なご あさみ） 文化人類学 
（グローバル教育支援機構／特
命講師） 
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野入 直美（のいり なおみ） 社会学 （人文社会学部／准教授） 
廣瀬 孝（ひろせ たかし） 自然地理学・水文地形学 （国際地域創造学部／教授） 
古川 卓（ふるかわ たかし） 臨床心理学 （保健管理センター／教授） 
宮内 久光（みやうち ひさみつ） 人文地理学 （国際地域創造学部／教授） 
宮里 厚子（みやざと あつこ） ヨーロッパ文化 フランス文学 （国際地域創造学部／准教授） 
本村 真（もとむら まこと） 地域福祉学 （人文社会学部／教授） 
矢野 恵美（やの えみ） 刑法 （大学院法務研究科／教授） 
山里 絹子（やまざと きぬこ） アメリカ研究 （国際地域創造学部／准教授） 
山城 新（やましろ しん） アメリカ文学 （国際地域創造学部／教授） 

 

（2）客員研究員 

 

（3）ポスドク研究員 

 
 

  

氏名 所属 職名 受入教員 期間 

Daniel Akihiro 
Iwama 

University of California, Los Angeles 
Doctoral 
Student 

宜野座 綾乃 
2019/9/13-
2021/9/12 

我部 政明 琉球大学 名誉教授 藤田 陽子 2020/4/1-
2021/3/31 

狩俣 繁久 琉球大学 名誉教授 當山 奈那 2020/4/1-
2021/3/31 

氏名 所属 職名 受入教員 期間 

前田 勇樹 琉球大学島嶼地域科学研究所 
ポスドク
研究員 

宜野座 綾乃 
2020/7/20-
2021/3/31 

森 啓輔 琉球大学島嶼地域科学研究所 
ポスドク
研究員 

宜野座 綾乃 
2020/8/1-
2021/3/31 
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1．研究プロジェクト・事業 

（１）文部科学省 概算要求プロジェクト 
『島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成』 
（2019～2021 年度） 
 
 

事業目的 

本事業の目的は次の 2 点である。第 1 に、先行事業で積み上げた国内外の研究者との共同利用・共同
研究によって体系化された島嶼地域科学の体制を基盤とし、島嶼地域科学の国際的共同研究拠点として
の展開を図ることを目的とする。第 2 に、2016 年度から取り組んで来た「自律型島嶼社会の創生に向け
た＜島嶼地域科学＞の体系化」において、本学の強みである琉球・沖縄研究が主導となり導き出した、
海外の島嶼地域と共有性の強い要素であり、かつ多分野共通の課題としての「レジリエンス」と「バイ
タリティ」に着目し、島嶼地域課題解決のための分野横断型研究を国際的に展開することを目的とする。
この展開によって、これらの概念を学際的な課題検証の共通の切り口とし、現在国内外の島嶼地域が抱
える特殊な課題を多分野融合的な視点から検証することで、普遍的な方法論と理論の構築を図り、国際
的にも通用するモデルとして発展させる。 

本事業における「レジリエンス」「バイタリティ」とは、地理、政治、社会、経済、文化、教育、歴史
などの研究分野において、島嶼であるがゆえに直面する「辺境性」といった課題に対して、島嶼の主体
性を保持し、地域の文化や共同体の存続を可能にしてきた場所の持つ力であると同時に、その場所に生
きる人々の力も意味する。本事業では、この力を、①変化に対応する力、②既成概念にとらわれずに限
られた状況の中で最良の選択が何かを判断する力、③島嶼の主体性を担保する力、と捉え、島嶼地域に
おいてこれらを醸成・増強する方策について検討する。 
 
 

研究体制 

この事業を遂行するにあたり、実施主体の一つである島嶼地域科学研究所では先行事業を通して海外
との連携を拡充するための基盤を整えてきた。例えば、2017 年度に本学で開催した RETI (Réseau- 
d’Excellence des Territoires Insulaires、島嶼大学間ネットワーク)国際会議や、国際島嶼学会への参加、
国際シンポジウムの定期的開催を通し形成された海外の島嶼地域研究機関などとのネットワークがあ
る。また、その成果を、本研究所発行の国際定期刊行物である International Journal of Okinawan Studies
（2010 年 3 月以来通巻 12 巻発行）や、2009 年度の設立以来 14 冊（内、英語書籍 1 冊）にのぼる書籍
の出版により国内外に発信してきた実績があり、本事業を遂行する体制が十分に整っている。 
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プロジェクトメンバー 

プロジェクトリーダー 
宜野座 綾乃（島嶼地域科学研究所／准教授） 

プロジェクト内ユニット構成 

〇防災ユニット 
藤田 陽子（ユニットリーダー 島嶼地域科学研究所／教授） 
伊東 孝（工学部／教授） 
Castro Juan Jose（工学部／教授） 
豊見山 和行（人文社会学部／教授） 
渡辺 信（熱帯生物研究センター／准教授） 
前田 勇樹（島嶼地域科学研究所／ポスドク研究員） 

〇保健ユニット 
小林 潤（ユニットリーダー 医学部／教授） 
當山 裕子（医学部／講師） 
高原 美鈴（医学部／助教） 
斉藤 美加（医学部／助教） 
和氣 則江（保健学研究科／講師） 
竹内 理恵（保健学研究科／特命講師） 

〇コミュニティユニット 
波多野 想（ユニットリーダー 島嶼地域科学研究所／教授） 
喜納 育江（国際地域創造学部／教授） 
宜野座 綾乃（島嶼地域科学研究所／准教授） 
山里 絹子（国際地域創造学部／准教授） 
森 啓輔（島嶼地域科学研究所／ポスドク研究員） 

〇軍事と環境ユニット 
池上 大祐（ユニットリーダー 国際地域創造学部／准教授） 
山本 章子（人文社会学部／准教授） 
淡野 将太（教育学部／准教授） 
名護 麻美（グローバル支援機構／特命講師） 

〇歴史清算ユニット 
鳥山 淳（ユニットリーダー 島嶼地域科学研究所／教授） 
呉 世宗（人文社会学部／教授） 

〇アーカイブズ担当 
佐藤 崇範（島嶼地域科学研究所／特命助教） 
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事業予算額 

2019 年度 13,220 千円 
2020 年度 13,220 千円 
2021 年度 13,220 千円（予定） 
 

2021 年度以降の展開 

� 国際シンポジウム「島嶼地域におけるレジリエンス・バイタリティ」を開催し、国内外の研究者と
の知見交流を行い、ネットワーク形成の拡充を図る。 

� ポスドク研究員を２名採用し、若手研究者の育成に寄与する。 
� ポスドク研究員を中心に若手国際島嶼研究会を開催する。 
� 引き続き、レクチャーシリーズでは国内外の島嶼研究者を招聘し知見を深める。 
� 引き続き、プロジェクトメンバーを中心とした勉強会を開催し、研究成果の報告を通して、研究の

さらなる発展および深化に努める。 
� レジリエンス・バイタリティ学術文献リストの作成：本プロジェクトの鍵概念であるレジリエンス

とバイタリティをテーマとした学術論文や資料の収集および、文献リストの作成を行い、公開にむ
けて取り組む。 

� プロジェクトで行なった個人または共同研究の成果を、英文論集としてまとめ出版する。 
� 一般、高校生、大学生を対象とした、島嶼地域科学のテキストを出版する。 
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（２）日本学術振興会 課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業 
『対話型アーカイブズによる新たな「島嶼の知」の創出に基づく島嶼地域科学の体系化』 
（2020～2022 年度） 
 

事業概要 

本研究所は、日本学術振興会の『課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業』（領域開拓
プログラム）に採択され、「対話型アーカイブズによる新たな「島嶼の知」の創出に基づく島嶼地域科
学の体系化」の取り組みを 2020 年度より開始した。日本学術振興会の同事業は、「①諸学の密接な連
携によりブレイクスルーを生み出す共同研究、②社会的貢献に向けた共同研究、③国際共同研究を推
進するため」のものであり、なかでも領域開拓プログラムは「異なる学問分野の研究者の参画を得
て、新たな研究領域への予想外の飛躍をもたらすような課題の追求や方法論の継続的な改良を目指
す」ものである（詳細は、https://www.jsps.go.jp/kadai/を参照のこと）。 

これに対して、本研究所は島嶼の劣位性ではなく、多様性・結節性・独自性という優位性概念によ
って島嶼に新たな価値観を付与することで、従前の島嶼地域研究にパラダイムシフトをもたらし、地
域課題を自律的に解決し持続的に発展するための学術的方法論を創出することを目指す。特に、研究
者による学術的調査とそれへの地域（住民と行政）の直接的関与に基づくアーカイブズを形成し、そ
れを地域住民、行政、研究者が協働し対話する動態的プラットフォームとして稼働させることで、島
嶼の知を意識的に結集し地域課題の解決に導く方法論の構築に向けた調査研究と議論を積み重ねてい
く。 
 

プロジェクトメンバー 

波多野 想（島嶼地域科学研究所/教授） 
佐藤 崇範（島嶼地域科学研究所/特命助教） 
藤田 陽子（島嶼地域科学研究所/教授） 
鳥山 淳（島嶼地域科学研究所/教授） 
宜野座 綾乃(島嶼地域科学研究所/准教授)  
山極 海嗣(島嶼地域科学研究所/講師) 

事業予算額 

2020 年度 2,847 千円 
2021 年度 5,850 千円 
2022 年度 5,850 千円（予定） 
 
2021年度以降の展開 
� 宮古島において協働する集落を選定し、当地における研究データの収集とアーカイビング活動を

進める。 
� 人文学・社会科学における研究データ管理のあり方を検討する。 
� 研究成果を学会等で発表する。 
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２．公募型共同研究・個人型共同利用 

島嶼地域科学研究所では、島嶼地域の研究に取り組む研究者とそのアイデアを広く募り、多様な島嶼
地域研究を展開するための共同利用・共同研究を推進している。2016 年度に公募型共同研究（複数名に
よる共同研究、国内および海外）を開始し、加えて 2018 度より個人型共同利用（個人による調査研究）
を進めてきた。これらの取組は島嶼研究の国内外における強化と、同研究の世界的拠点としての役割を
本研究所が担うことを目指すものである。2019 年度までに、公募型共同研究総計 26 件（継続を含む）、
個人型共同利用総計 5 件を採択してきた。 

しかし、世界的な新型コロナウイルス感染拡大状況を鑑み 2020 年度については募集を見合わせた。
新型コロナウイルスによる感染被害についてはワクチンなどの普及により一定の抑制も予測されるた
め、2021 年度には募集を再開する予定である。 
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３．出版物 

（1） 書籍 
The Challenges of Island Studies. 

Ayano Ginoza (Eds.). 2020. Springer. ISBN:978-981-15-6287-7. 

About this book 

This book places islanders’ struggles and knowledge at the forefront of island studies. 

Written by experts from diverse fields and locations, it covers a wide range of topics, from 

the history of island studies to critical ocean studies. In remapping the field of island 

studies from Okinawa, an emerging hub of community-based knowledge and 

interdisciplinary collaboration between leading critics and theorists in geography, 

linguistics, tourism, literature, international relations, and peace studies reveals the 

challenges for the future of island studies.  

 

The book consists of two parts: the first offers a collection of individual contributions that demonstrate the vital role 

that the field’s interdisciplinarity can play in creating bridges between the political and social issues islanders and 

the islands face and the disciplines involved. The second part provides a cross-disciplinary discussion between the 

authors and scholars of island studies in Okinawa, including local experts, and suggests new ways to think about 

the future of island studies that are intricately linked to islanders’ agency, preservation of languages and heritage, 

and the security of the islands. As such, the book directly addresses the current state of the field as well as with its 

future. 

 

INDEX 
Ayano Ginoza 

An Archipelagic Enunciation from Okinawa Island 

Alexander, Ronni 

Islands as Safe Havens: Thinking About Security and Safety on Guåhan/Guam 

Elizabeth DeLoughrey 

Island Studies and the US Militarism of the Pacific 

James E. Randall 

Island Studies Inside (and Outside) of the Academy: The State of this Interdisciplinary Field 

So Hatano 

The Perspective of Cultural Heritage/Cultural Landscape in Critical Island Studies 

Shigehisa Karimata 

The Possibilities of Phylogenetic Tree Studies in Ryukyuan Languages Research 

Ayano Ginoza (et al.) 

Prospects for Critical Island Studies 
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（2）定期刊行物（ジャーナル・学術雑誌） 

Okinawan Journal of Island Studies (OJIS), vol. 2 

国際学術査読誌 Okinawan Journal of Island Studies (OJIS)は、9 年間、国際沖
縄研究所のシグニチャージャーナルとして沖縄研究の国際的展開に寄与した
International Journal of Okinawan Studies の業績を引き継ぎ、島嶼や島嶼性に着
目した多彩な研究成果を、沖縄から世界に向けて発信する新ジャーナルとして、
2019 年度よりスタートした。 

本誌は、人文・社会科学を中心とした国内外の島嶼や島嶼性に着目した英語に
よる学術論文と書評を募集している。専門分野ごとに国内外の査読者による厳密
な査読の後、優れた論文を掲載することで、島嶼地域科学の学術分野への国際的
な寄与を目指している。特別セクションでは、インタビュー、研究ノート、詩や
散文も掲載する。また、冊子体に加え、本研究所より発信する研究を介し、より
多くの読者との議論の場を形成する目的で、オープンアクセスを可能とした。 

2021 年 3 月に発行された Vol. 2 の目次は以下の通りである。なお、投稿募集や投稿規定については
島嶼地域科学研究所のホームページに掲載している（http://riis.skr.u-ryukyu.ac.jp/publication/ojis）。 
 
Okinawan Journal of Island Studies (OJIS), Vol.2 (March 2021) 

Editor’s Note  

Ayano Ginoza  

Special Topics 

Adam Grydehøj 

An Expanding World of Islands: The Emergence of Chinese Island Studies 

Evangelia Papoutsaki and Sueo Kuwahara 

Akina: An Ecocultural Portrait of an Island Community through the Photographic Lens of Futoshi Hamada 

Yukiko Toyoda and Masaaki Gabe 

The Precarious Linkage between Trade and Security: A Trade-Off Involving Textile Limits and the Reversion of 

Okinawa? 

Paper 

Daniel Iwama 

Tides of Dispossession: Property in Militarized Land and the Coloniality of Military Base Conversion in Okinawa 

Book Review 

Keisuke Mori 

Kozue Uehara. Kyōdō no Chikara 

 

http://riis.skr.u-ryukyu.ac.jp/publication/ojis
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Forum: Miduri 

Essay 

Shō Tanaka 

Homecoming 

Interview 

Margo Okazawa-Rey, Suzuyo Takazato, Lisa Linda Natividad, Ayano Ginoza, Kim Compoc 

Okinawa, Guåhan and Hawai‘i: Feminist Insights into the Linkages between Colonization, Militarism and 

COVID-19 

Translation 

Ikue Kina 

Excerpts from Kotoba no umareru basho [The Place Where Words Are Born] by Tami Sakiyama 

Contributors 
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『島嶼地域科学』 創刊号 

 
『島嶼地域科学』は島嶼地域科学研究所が発行する査読付きのオープンアク

セスの学術雑誌である（J-stage にて公開）。本誌では島嶼に関する様々な研究
についての論文や研究ノート、資料紹介といった原稿を幅広く募集し、1 年に
1 回刊行している（掲載言語は日本語）。投稿募集の案内、および投稿規定な
ど に つ い て は 島 嶼 地 域 科 学 研 究 所 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し て い る
（http://riis.skr.u-ryukyu.ac.jp/publication/jrsi）。 

2020 年度は 2020 年 9 月に創刊号を発行した。創刊号の目次は以下の通り
である。 

 
 
 
研究論文 

長谷川 秀樹 
「ヨーロッパにおける「島嶼地域」の自治権・特別地位について」 

佐久間 邦友、高嶋 真之、本村 真 
「離島における自治体主導型学習支援事業の現状と課題―沖縄県北大東村「なかよし塾」を事例に―」 

石川 恵吉 
「村落祭祀をめぐる自治会組織の役割とその歴史的背景―八重山諸島石垣島新川の事例を中心に―」 

落合 いずみ 
「アタヤル語群の文化的語彙 *Ratəd を再建するまで」 

ハイス・ファン＝デル＝ルべ 
「沖縄語宜野座惣慶方言の敬語形式」 

研究ノート 

澤田 聖也 
「戦後沖縄における唄者のイメージと役割の変遷―民謡クラブ・民謡酒場という『場』に着目して―」 

資料 

佐藤 崇範 
「ハワイ大学マノア校ハミルトン図書館所蔵の「南洋群島関係資料」について」 

  

http://riis.skr.u-ryukyu.ac.jp/publication/jrsi
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４．研究成果の発信と普及 

（1）セミナー・シンポジウム等 

RIIS レクチャーシリーズ 2020 
島嶼地域研究や関連する分野に携わる外部講師を招聘し、プロジェクトのテーマである「レジリエン

ス」と「バイタリティ」をテーマにしたレクチャーシリーズを開催した。2020 年度は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、Web 会議システム Zoom にて行った。 
 
第 1回 
日時：2020 年 7 月 7 日（火）15:45～17:15 
講師：Godfrey Baldacchino（Professor, University of Malta）  
タイトル：“Let's Try Again: Islands, Islanders and Resilience” 
主催：島嶼地域科学研究所「島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成」プロ

ジェクト 
 
第 2回 
日時：2020 年 7 月 20 日（月）14:40～16:10 
講師：グレッグ・ドボルザーク（早稲田大学・教授） 
タイトル：「『マーシャル・アイランド』への再上陸 ～オセアニアにおける日米の軍国主義とマーシャル

諸島の人々のレジスタンス」 
主催：島嶼地域科学研究所「島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成」プロ

ジェクト 
 
第 3回 
日時：2020 年 9 月 19 日（土）10:00～12:00 
講師：Juliann Anesi（Assistant Professor, University of California） 
タイトル：“Educating in the Margins: Women’s Activism, Land, and Including Disabled People in Samoan 

Schools” 
主催：島嶼地域科学研究所「島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成」プロ

ジェクト 
 
第 4回 
日時：2020 年 12 月 7 日（月）10:30～12:00 
講師：濱田 政則  (アジア防災センター・センター長 ／早稲田大学・名誉教授) 
タイトル：「自然災害の増大と国土強靭化」 
主催：島嶼地域科学研究所「島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成」プロ

ジェクト 
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第 5回 
日時：2020 年 12 月 15 日（火）16:20～17:50  
講師：Hamsu Kadriyan（Associate Professor, Mataram University） 

Ernesto R. Gregorio, Jr.（Assistant Professor, University of the Philippines Manila） 
Crystal Amiel M. Estrada（Associate Professor, University of the Philippines Manila） 

タイトル：“Mid-Term Report of the Research Entitled ‘Island Resilience during COVID-19 Pandemic’” 
主催：島嶼地域科学研究所「島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成」プロ

ジェクト 
 
第 6回 
日時：2021 年 2 月 16 日（火）16:20～17:50 
講師：宮城 秋乃（日本鱗翅学会会員／日本蝶類学会会員）  
タイトル：「北部訓練場返還地の米軍廃棄物・土壌汚染」 
主催：島嶼地域科学研究所「島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成」プロ

ジェクト 
 
第 7回 
日時：2021 年 3 月 4 日（木）15:00～16:30 
講師：黄 士哲（国立虎尾科技大学・副教授） 
タイトル：「レジリエンスと区域の構造化：台湾雲林県建國眷村の保全と活性化の問題について」 
主催：島嶼地域科学研究所「島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成」プロ

ジェクト 
 
第 8回 
日時：2021 年 3 月 5 日（金）13:00～14:30 
講師：高 誠晩（済州大学・助教授）  
タイトル：「済州島と沖縄における『歴史清算』 ― 4・3 事件を中心に」 
主催：島嶼地域科学研究所「島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同研究拠点形成」プロ

ジェクト 
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「島嶼研究の未来へ向けて：架橋する国際的若手研究 2021」(TFIS2021) 

 本研究ウェビナーは、文部科学省概算要求プロジェクト『島嶼地域科学の分野横断型研究展開によ
る国際的共同研究拠点形成』（レジリエンス＆バイタリティ）の主催のもと、若手研究者を対象とした
国際的な研究ウェビナーとして開催された。島嶼地域を対象に最新の研究を行っている若手研究者お
よび様々な現場で活躍している若手のネットワーキングを目的として企画された国際大会である。 
 
午前の部 基調講演 
講師：ウェスリー・イワオ・ウエウンテン(サンフランシスコ州立大学・教授) 
タイトル： “Can the Diaspora Sing?: Understanding Tinsagu nu Hana in Diasporic Time and Space” 
「ディアスポラは唄うことができるか？－ディアスポリックな時空間における「てぃんさぐぬ花」－」  
 
午後の部 個別報告 
報告者：Oshiro Akino（Friedrich-Alexander-Universität Erlangen-Nürnberg） 
タイトル：“Farm to Base: Mobilization of Local Population for Military Work in U.S. Occupied Okinawa” 
 
報告者：土井 智義（日本学術振興会・特別研究員（東京大学）） 
タイトル：“Forgetting the Creation of ‘National Subject ’  in Postwar Okinawa : From an ‘Alien ’ 
Perspective” 
 
報告者：山城 彰子（名桜大学大学院博士後期課程） 
タイトル：「近世琉球の家譜資料における側室的位置づけを与えられる女性－妾・側室」 
 
報告者：Matthew Topping（琉球大学人文社会科学研究科比較地域文化専攻） 
タイトル：“Endangered Language Revitalization in Ishigaki under a PAR Framework” 
 
報告者：チャンディッタウォン・タナパット（琉球大学人文社会学部客員研究員） 
タイトル：「国民国家の周辺地域の住民意識における首都・本土との距離感―タイ深南部三県と沖縄の
事例から」 
 
報告者：佐久本 佳奈（一橋大学大学院） 
タイトル：「ハンセン病文学における沖縄戦と米軍占領の記憶」 
 
報告者：松田 潤（一橋大学大学院言語社会研究科韓国学研究所 PD） 
タイトル：「主権を撹乱する統治―近現代沖縄における統治性」 
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レジリエンス＆バイタリティ 勉強会 

プロジェクトメンバーの個々の専門分野の知見を共有しながら「レジリエンス」と「バイタリテ
ィ」について学ぶことを目的とする。2020 年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Web 会
議システム Zoom にて行った。 
 
第 1回 
日時：2020 年 6 月 16 日（火）16:20～17:50 
発表者：佐藤 崇範（アーカイブズ担当） 
タイトル：「Inter-island Resilience and Vitality プロジェクトにおける『研究データ管理』の実践に向
けて」 
 
第 2回 
日時：2020 年 7 月 28 日（火）16:20～17:50 
発表者：宜野座 綾乃（プロジェクトリーダー・コミュニティユニット） 
タイトル：「島嶼研究におけるレジリエンスとバイタリティ」 
 
第 3回 
日時： 2020 年 8 月 17 日（月）14:40～16:10 
発表者：渡辺 信（防災ユニット） 
タイトル：「マングローブ研究の現場から」 
 
第 4回 
日時： 2020 年 9 月 7 日（月）14:40～16:10 
発表者：前田 勇樹（ポスドク研究員）、森 啓輔（ポスドク研究員） 
タイトル：「感染症流行と近代沖縄社会」（前田） 

「有機フッ素化合物汚染除去をめぐる政治行政過程比較―ドイツと沖縄を事例に」（森） 
 
第 5回 
日時： 2020 年 9 月 29 日（火）16:20～17:50 
発表者：波多野 想、喜納 育江、宜野座 綾乃、山里 絹子（コミュニティユニット） 
タイトル：「コミュニティにおけるバイタリティとレジリエンス―各人の研究状況から―」 
 
第 6回 
日時： 2020 年 10 月 27 日（火）16:20～17:50 
発表者：池上 大祐、山本 章子（軍事と環境ユニット）  
タイトル：「軍事と環境ユニットの概要説明」（池上） 

「ドナルド・ヒューズ『環境史入門』を読む」（池上） 
「南西防衛の問題の整理」（山本） 
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第 7回 
日時：2020 年 12 月 15 日（火）16:20～17:50 
発表者：小林 潤（保健ユニット） 
タイトル：“The research of resilience underCOVID-19 pandemic” 
 
第 8回 
日時：2021 年 2 月 1 日（月）16:20～17:50 
発表者：鳥山 淳（歴史精算ユニット） 
タイトル：「久米島の住民虐殺事件をめぐるレジリエンスとバイタリティ」 
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（2）研究資源データベース 
 島嶼地域科学研究所では、2018 年度より、島嶼地域科学を推進する過程で設定する重点課題を軸に、
①学術情報・資料の収集・整理を行い研究資源化すること、②それらをデジタル化・データベース化し、
ウェブ等で公開することで、多様な研究者からのアクセスを容易にすること、③「研究資源」及びそこ
から新たに得られた知見を地域社会に還元すること、を目的として、ウェブサイトで「研究資源データ
ベース」の公開を始めた。2020 年度も引き続き公開を継続している。 
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(3) 共通教育科目「島嶼地域科学入門」（後学期・水曜日 1 限）
島嶼地域科学研究所では各年度の後学期に共通教育科目の授業を提供している。本授業は複数の学

問分野の専門家によるオムニバス講義で実施している。2020 年度の授業内容は以下の通りである。 

授業概要 
沖縄や沖縄と地域課題を共有する小規模な島嶼は、大陸や大国との相対的な関係において、これま

で「周縁」の存在として位置づけられてきた。しかし、自然環境や伝統文化に対する認識や国際情勢
の変化の中で、小島嶼の存在意義や役割もまた変化しつつある。本科目では、多様な専門分野の視点
から島嶼社会について学ぶことによって、現状や問題を多角的に理解し、自律的・持続的な島嶼地域
社会の発展を実現する方策について考える。 

授業内容（各回の担当教員と授業テーマ） 
第 1 回：10 月 7 日 宜野座 綾乃 登録および講義内容等のガイダンス 
第 2 回：10 月 14 日 藤田 陽子 「島嶼地域の環境と経済」 
第 3 回：10 月 21 日 宜野座 綾乃 「島嶼地域における軍事主義の文化とジェンダー」 
第 4 回：10 月 28 日 池上 大祐 「世界史のなかの島嶼地域」 
第 5 回：11 月 4 日 獺口 浩一 「島嶼社会の財政問題を考える」 
第 6 回：11 月 11 日 鳥山 淳 「近現代の島嶼における軍民関係」 
第 7 回：11 月 18 日 佐藤 崇範 「島嶼地域科学とアーカイブズ」 
第 8 回：11 月 25 日 前半担当教員と受講生との質疑応答とディスカッション 
第 9 回：12 月 9 日 波多野 想 「島嶼における文化遺産のポリティクス」 
第 10 回：12 月 16 日 山里 絹子 「島嶼地域における移民・ディアスポラ」 
第 11 回：12 月 23 日 當山 奈那 「島嶼地域における動植物と方言」 
第 12 回：1 月 6 日 本村 真 「島嶼地域の児童問題とその解決に向けた実践」 
第 13 回：1 月 13 日 稲村 務 「島嶼社会の「民間伝承」－知的財産と継承－」 
第 14 回：1 月 20 日 内藤 重之 「島嶼地域の農業・農村」 
第 15 回：1 月 27 日 後半担当教員と受講生との質疑応答とディスカッション 
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Ⅲ. 教員の研究活動と成果 

1. 研究業績

2. 教育活動

3. 社会連携



28 
 

1．研究業績（専任・併任教員） 
＊専任・併任教員名に下線を付す 

【原著論文】 

1. 池上大祐（2020）「「島嶼帝国」アメリカの「海の西漸運動」－アメリカ膨張史に関する一試論」『越
境広場』7 号。 

2. 石原昌英（2020）「ハワイ、グアム、および琉球・沖縄における言語接触と米国の言語政策」『Southern 
Review: Studies in Foreign Language and Literature (沖縄外国文学会)』35、pp.5-17。 

3. 越智正樹（2021）「観光まちづくりの再分節化─混在概念の弁別とさらなる外延」『観光学評論』9(1) 
pp.23-37。 

4. 佐久間邦友、高嶋真之、本村 真（2020）「離島における自治体主導型学習支援事業の現状と課題 
―沖縄県北大東村「なかよし塾」を事例に―」『島嶼地域科学』創刊号、pp.21-40。（査読あり） 

5. 當山奈那（2020）「伊是名村諸方言の動詞の文法的な形式」『シマジマのしまくとぅば』2、pp.59-82。 
6. 長岡杏実、内藤重之、杉村泰彦、玉城政信（2020）「沖縄の食文化に対応した豚肉の製造と供給形

態」『農業市場研究』29(3)、pp.60-66。 
7. 鳥山 淳（2021）「常識をゆさぶる資料群－阿波根昌鴻とたたかいの記録」『世界』941 号、pp.212-

217。 
8. 波多野想（2020）「水金九地區礦業歷史沿革與空間發展」黄士哲・波多野想・李柏賢（編）『水金九

礦業文化景觀範圍與價值評估研究』、新北市立黃金博物館、pp.13-138。（査読あり） 
9. 波多野想（2020）「文化景觀構成要素與特色分析」黄士哲・波多野想・李柏賢（編）『水金九礦業文

化景觀範圍與價值評估研究』、新北市立黃金博物館、pp.139-156。（査読あり） 
10. 波多野想（2020）「水金九礦業文化景觀保存管理範圍之標定」黄士哲・波多野想・李柏賢（編）『水

金九礦業文化景觀範圍與價值評估研究』、新北市立黃金博物館、pp.157-167。（査読あり） 
11. 廣瀬 孝（2021）「沖縄島北部の沈砂池における水文観測」『地理歴史人類学論集』No.10、pp.99 -

106。 
12. 宮内久光（2021）「クウェートで就労するフィリピン人女性看護師の移民評価と再移動計画」『移民

研究』17、pp.23-42。（査読あり） 
13. 村元幸、杉村泰彦、内藤重之（2020）「中小規模採卵養鶏経営における鶏糞処理方策の現状と課題：

沖縄本島を事例として」『琉球大学農学部学術報告』67 号、pp.1-6。 
14. 矢野恵美（2020）「ノルウェーにおける性の多様性の尊重から学ぶこと」『ジェンダー法研究』7、

pp.69–88。 
15. Crystal Amiel M Estrada, Ernesto R Gregorio Jr, Kethsana Kanyasan, Jeudyla Hun, Sachi Tomokawa, Maria 

Corazon Dumlao, Jun Kobayashi. 2020. School Health Promotion in Southeast Asia by Japan and Partners. 

Pediatrics international : official journal of the Japan Pediatric Society, volume62, Issue9: 1029-1038.（査読
あり） 

16. Estrada CA, Usami M, Satake N, Gregorio EJ, Leynes C, Balderrama N, Leon JF, Concepcion RA, Timbalopez 

CT, Tsujii N, Harada I, Masuya J, Kihara H, Kawahara K, Yoshimura Y, Hakoshima Y, Kobayashi J. 2020. 

Current situation and challenges for mental health focused on treatment and care in Japan and the Philippines 

- highlights of the training program by the National Center for Global Health and Medicine. BMC Proceedings. 

（査読あり） 
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17. Hatano, So. 2020. The Perspective of Cultural Heritage/Cultural Landscape in Critical Island Studies. Ayano

Ginoza, ed. The Challenge of Island Studies. Springer Nature Singapore: 57-77.（査読あり）
18. Nam EW, You B, Noda S, Kobayashi J, Shon C. 2020. Analysis of integrated health and welfare services and

the direction of community care in Seoul and Japan using capacity mapping tool. The Seoul Institute Journal,

19.（査読あり）
19. Noboru T, Amalia E, Hernandez PMR, Nurbaity L, Affarah WS, Nonaka D, Takeuchi R, Kadriyan H,

Kobayashi J. 2020. School-based education to prevent bullying in high schools in Indonesia. Pediatrics

international : official journal of the Japan Pediatric Society, volume63, Issue4: 459-468.（査読あり）
20. Noguchi Y, Nonaka D, Kounnavong S, Kobayashi J. 2021. Effects of Hand-Washing Facilities with Water and 

Soap on Diarrhea Incidence among Children under Five Years in Lao People's Democratic Republic: A Cross-

Sectional Study. International journal of environmental research and public health, 18 (2): 2-4.

21. Noriyuki Suzuki, Tanapat Jundittawong, Phonemany Vongxai. 2021. Dynamics of Civil Society Movements

and Roles of Local Communities in Thailand, Japan, and Lao PDR: Common Experiences, Similarities, and

Differences. Watcharee Srikham, ed. The Proceeding of Thailand's 2rd Annual Conference on Anthropology

and Sociology, Ubon Ratchathani, Thailand, 20-21November 2020，Faculty of Liberal Arts, Ubon Ratchathani 

University: 434－453.（査読あり）
22. Saeko Kutsunugi, Kumiko Tsujino, Kyoko Murakami, Kazuko Iida, Tsugiko Gima, Yumiko Endoh, Yoko

Tamashiro, Teresa E Stone, Jun Kobayashi. 2020. Mothers' experiences of parenting a child with

chromosomal structural abnormalities: The journey to acceptance. Japan journal of nursing science, Volume18, 

Issue2.（査読あり）
23. Sachi Tomokawa, Takashi Asakura, Sammy M Njenga, Doris Wairimu Njomo, Rie Takeuch, Takeshi Akiyama, 

Haruki Kazama, Alex Mutua, Walema Barnett, Hanae Henzan, Masaaki Shimada, Yoshio Ichinose, Yasuhiko

Kamiya, Satoshi Kaneko, Kimihiro Miyake, Jun Kobayashi. 2020. Examining the appropriateness and

reliability of the strategy of the Kenyan Comprehensive School Health Program. Global health promotion,

27(4): 78 – 87.（査読あり）
24. Tohru Seraku, Nana Tohyama. 2020. Grammatical nominalization in Yoron Ryukyuan. Studies in Language,

44(4): 879-916.（査読あり）
25. Tomokawa S, Miyake K, Akiyama T, Makino Y, Nishio A, Kobayashi J, Jimba M, Ayi I, Njenga SM, Asakura

T. 2020. Effective school-based preventive interventions for alcohol use in Africa: a systematic review. African

health sciences, 20 (3): 1397 – 1406.（査読あり）
26. Toyama N, Vongphoumy I, Uehara M, Sato C, Nishimoto F, Moji K, Pongvongsa T, Shirai K, Takayama T,

Takahara M, Tamashiro Y, Endo Y, Kounnavong S, Kobayashi J. 2021. Impact of village health volunteer

support on postnatal depressive symptoms in the remote rural areas of Lao People's Democratic Republic: a

cross-sectional study. Tropical medicine and health, 49 (1) 28.

27. Viqqi Kurnianda, Hiroyuki Fujimura, Yoko Kanna, and Junichi Tanaka. 2021. Photooxidation Products from

a Marine Cadinane Sesquiterpenoid. Chemistry Letters, Vol.50, No.2: 220-222.（査読あり）
28. Wanichcha Narongchai, Rukchanok Chumnanmak, Panu Suppatkul, Nutchanat Somkaun, Sudarat Sriubon,

Chittima Pattanatanapa, Noriyuki Suzuki. 2020. Thais in Okinawa Prefecture, Japan: Migratory Patterns and

Immigration Policy Affecting International Migration. Journal of the Social Sciences, 48 (4): 2220-2236.（査
読あり）
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【書籍】 

1. 池上大祐（2020）「琉球大学「歴史総合」（１～２年生対象）授業実践」大嶋えり子・小泉勇人・茂
木謙之介（編）『遠隔でつくる人文社会学知―2020 年度前期の授業実践報告―』、雷音学術出版、pp.
46-48。

2. 石原昌英（2021）「琉球諸語の未来」波照間永吉、 小嶋洋輔、 照屋理 編『琉球諸語と文化の未来』
岩波書店、pp.74-89。

3. 大湾知子（2021）「佐敷按司朝易系統」源河朝徳、儀間朝昭、仲里朝豪、宜野座朝美、邊土名朝功、
浦添健、源河朝福、仲里朝勝、仲里哲雄、大湾朝史、大湾知子、豊平朝安、辺土名朝二郎、識名朝
徳、板良敷朝計、木村信教、識名朝友、仲里豪『元祖第二尚氏尚清王之第八男読谷山王子朝苗改訂
玉川門中系図』、（有）ヤマダスピード製版、pp.10-165。

4. 越智正樹（2020）「衰退する地縁・血縁的コミュニティと空き家問題との交錯―沖縄県粟国島の事
例をもとに―」本村真（編）『辺境コミュニティの維持―島嶼、農村、高地のコミュニティを支える
「つながり」』、ボーダーインク、pp.27-63。

5. 黄士哲・波多野想・李柏賢（編）（2020）『水金九礦業文化景觀範圍與價值評估研究』、新北市立黃金
博物館。

6. 豊見山和行（2020）「琉球史における冊封関係の諸相」麻生伸一・茂木仁史（編）『琉球国王尚家文
書「火花方日記」の研究』、榕樹書林、pp.31-56。

7. 名護麻美（2020）「平成 30 年度「大学の世界展開力強化事業―COIL 型教育を活用した米国等との
大学間交流形成支援」―COIL 型教育を活用した太平王島嶼地域の持続的発展に資するグローバル
リーダーの育成」岡崎威生・石川隆士・名護麻美（編）『琉球大学大学教育センター報』第 23 号、
琉球大学グローバル教育支援機構、pp.102-110。

8. 野入直美（2020）『沖縄―奄美の境界変動と人の移動－実業家・重田辰弥の生活史』、みずき書林。 
9. 野入直美（2020）「沖縄のアメラジアンとアクション・リサーチ」谷富夫、稲月正、高畑幸、野入直

美 他『社会再構築の挑戦―地域・多様性・未来』、ミネルヴァ書房、pp.153-170。
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面による開催は中止となった。要旨集 pp.53-56 に講演要旨が掲載） 
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5. タナパット・チャンディッタウォン、鈴木規之「「共通空間」による国民国家周辺のコンフリクト解
決の試み—タイ深南部三県と沖縄の事例から—」日本タイ学会 2020 年度 研究大会、オンライン
開催、2020 年 10 月 10 日。 

6. 東矢光代・名護麻美「オンラインによる太平洋島嶼地域 SDGs 短期受入プログラムの試み―日本人
チューター学生の学びを中心に」日本英語教育学会・日本教育言語学会第 51 回年次研究集会、オ
ンライン開催、2021 年 2 月 28 日。 

7. 當山奈那「首里方言の副詞－琉球語音声データベースの用例から－」沖縄言語研究センター定例研
究会、オンライン開催、2021 年 2 月 6 日。 

8. 長岡杏実、内藤重之、杉村泰彦、玉城政信「沖縄の食文化に対応した豚肉の製造と供給形態」日本
農業市場学会 2020 年度大会、札幌・オンライン開催、2020 年 7 月 1 日。 

9. 野入直美「＜沖縄―奄美＞の視点で見る米軍統治期の沖縄」沖縄社会学会、オンライン開催、2020
年 11 月 22 日。 

10. 仲西めぐみ、桃原千賀子、比嘉奈美、久場川潤、照屋勝士、祖慶武之、嵩西玲奈、湧川朝矢、城間
麻美、新田秋平、嘉手川豪心、大湾知子、西村かおる「沖縄協同病院における排尿ケアチームの活
動報告と今後の課題」第 133 回日本泌尿器科学会、沖縄地方会、琉球大学医学部、2021 年 1 月 30
日。 

11. 廣瀬 孝・仲宗根健太「沈砂池の堆砂量から推定される堆砂速度」2020 年度沖縄地理学会大会、オ
ンライン開催、2020 年 12 月 19 日。 

12. 宮内久光「沖縄県座間味島におけるマリンレジャー事業所の経営形態と事業状況」日本地理学会、
オンライン開催、2020 年 10 月 18 日。 

13. 宮内久光「日本の離島における交通インフラの改善とアクセシビリティの向上」沖縄地理学会、オ
ンライン開催、2020 年 12 月 19 日。 

14. 村元幸、杉村泰彦、内藤重之「中小規模採卵養鶏業における鶏糞処理方策の現状と課題：沖縄本島
を事例として」日本農業市場学会 2020 年度大会、札幌・オンライン開催、2020 年 7 月 4 日。 

15. 矢野恵美、齋藤実、西澤朋枝、谷本拓郎「ジェンダーの視点から見た刑務所―受刑者調査・刑務官
調査の結果から」ジェンダー法学会第 18 回学術大会 WS、2020 年 12 月。 

16. 矢野恵美「スウェーデンにおける 2018 年性犯罪規定改正の背景」ジェンダー法学会第 18 回学術大
会シンポジウム「性犯罪改正の課題―国際水準とジェンダーを中心として」、2020 年 12 月。 

17. 矢野恵美「性の多様性の尊重ってなんだろう」西原町女性団体連絡協議会講演会、2021 年 2 月。 
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18. Ginoza, Ayano. Interisland Resilience and Vitality. Global Island Studies Webinar，Webinar，Jun 
24,2020. 

19. Giniza, Ayano and Yoko Fujita. Interisland resilience and vitality. ISISA 2020 Webinar 主催：
International Small Islands Studies Association, Jun 24,2021. 

20. Suzuki, Noriyuki. Dynamics of Civil Society Movements and Roles of Local Communities in Thailand, 
Japan, and Lao PDR: Common Experiences, Similarities, and Differences. Thailand's 2rd Annual 
Conference on Anthropology and Sociology, Ubon Ratchathani University (オンライン参加), Nov 
20,2020. 

【表彰・受賞等】 

1. 出花幸之介・内藤重之・杉村泰彦「食農資源経済学会学会誌賞・サトウキビ大規模経営における夏植え
株出しトラッシュマルチ体系の展開」食農資源経済学会、2020 年 10 月 31 日。 

2. 宜野座綾乃「ジェンダー学とインターセクショナリティ」プロフェッサー・オブ・ザ・イヤー、2020
年 9 月 28 日。 
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2．教育活動（専任教員） 

【琉球大学における教育活動：学部教育】 

藤田 陽子 

 
 
波多野 想 

 
 
 
 
 
 

授業科目等 開講学部等 備考 

環境経済学 
国際地域創造学部経済学プログラム・法
文学部総合社会システム学科・農学部 
合併授業 

昼間主クラス 

環境経済学 
国際地域創造学部経済学プログラム・法
文学部総合社会システム学科 合併授
業 

夜間主クラス 

島嶼社会経済入門 国際地域創造学部（学部共通科目） オムニバス形式。オー
ガナイザー。4 回分担当 

島嶼経済論 国際地域創造学部経済学プログラム  

島嶼地域科学入門 共通教育科目 オムニバス１回 

総合環境学概論 共通教育科目（環境学副専攻） オムニバス１回 

授業科目等 開講学部等 備考 

観光地理学 国際地域創造学部観光地域デザインプ
ログラム  

文化観光資源概論 国際地域創造学部観光地域デザインプ
ログラム  

観光景観論 国際地域創造学部観光地域デザインプ
ログラム  

地域・国際実践力演習Ⅰ 国際地域創造学部観光地域デザインプ
ログラム  

地域・国際実践力演習Ⅱ 国際地域創造学部観光地域デザインプ
ログラム  

観光学演習Ⅰ 観光産業科学部観光科学科  

観光学演習Ⅱ 観光産業科学部観光科学科  

観光景観論 観光産業科学部観光科学科  

文化観光資源概論 観光産業科学部観光科学科  
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鳥山 淳 

 
宜野座 綾乃 

 
佐藤 崇範 

 

【琉球大学における教育活動：大学院教育】 

藤田 陽子 

 

授業科目等 開講学部等 備考 

島嶼地域科学入門 共通教育科目 オムニバス／ディス
カッション各 1 回 

平和論 共通教育科目 オムニバス 2 回 

沖縄平和学 沖縄国際大学総合文化学部社会文化学科  

授業科目等 開講学部等 備考 

島嶼地域科学入門 共通教育科目 オムニバス 

琉球学入門 共通教育科目 オムニバス 

ジェンダー学とインターセクショ
ナリティ 共通教育科目  

英語講読 VI 沖縄キリスト教学院大学  

授業科目等 開講学部等 備考 

島嶼地域科学入門 共通教育等科目 オムニバス 1 回 

授業科目等 開講学部等 備考 

環境経済学特論 人文社会科学研究科博士前期課程  

環境経済学演習 人文社会科学研究科博士前期課程  

総合社会システム特別演習Ⅰ・Ⅱ 人文社会科学研究科総合社会システム
専攻 チームティーチング 

島嶼経済特論 人文社会科学研究科博士前期課程  

島嶼経済実践演習 人文社会科学研究科博士前期課程  

島嶼環境経済特論 人文社会科学研究科博士後期課程  

島嶼環境経済演習 人文社会科学研究科博士後期課程  

比較地域文化総合演習Ⅰ～Ⅳ 人文社会科学研究科博士後期課程 チームティーチング 
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波多野 想 

 
鳥山 淳 

【琉球大学における教育活動：研究生等の受入】 

波多野 想 

【学外における教育活動】 

山極 海嗣 

 

授業科目等 開講学部等 備考 

観光資源マネジメント特論 観光科学研究科  

文化観光資源マネジメント演習 観光科学研究科  

授業科目等 開講学部等 備考 

国際言語文化特別演習Ⅰ 人文社会科学研究科・博士前期課程  

国際言語文化特別演習Ⅱ 人文社会科学研究科・博士前期課程  

近現代沖縄政治社会史基礎特論 人文社会科学研究科・博士前期課程  

近現代沖縄政治社会史応用特論 人文社会科学研究科・博士前期課程  

比較地域文化総合演習Ⅰ 人文社会科学研究科・博士後期課程  

比較地域文化総合演習Ⅱ 人文社会科学研究科・博士後期課程  

比較地域文化総合演習Ⅲ 人文社会科学研究科・博士後期課程  

比較地域文化総合演習Ⅳ 人文社会科学研究科・博士後期課程  

近現代沖縄史学特論 人文社会科学研究科・博士後期課程  

近現代沖縄史学演習 人文社会科学研究科・博士後期課程  

人数 身分 国内/国外 受入期間 

1 名 研究生 国外 2020 年 10 月 1 日－継続中 

授業科目等 開講学部等 備考 
文科系学問における科学的な探索
～文理/異分野を融合的に行う考
古学・人類学的研究 

宮城県古川黎明高校におけるスーパーサイ
エンスハイスクール 

依頼講演 
2020 年 2 月 9 日 
オンライン開催 
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3．社会連携（専任教員） 

【社会活動・地域貢献（学外団体委員等）】 

氏名 活動内容 活動期間 
藤田陽子 日本島嶼学会理事 2019 年 11 月～ 
藤田陽子 日本地域学会理事 2021 年 1 月～ 
藤田陽子 沖縄県振興審議会総合部会専門委員 2019 年 7 月～2022 年 3 月 
藤田陽子 日本島嶼学会宮古島大会実行委員長 2019 年 10 月 25 日～27 日（大会期間） 
藤田陽子 宮古島市都市計画マスタープラン策定委員会委員 2019 年 10 月～2021 年 3 月 

藤田陽子 
環境省地球環境局 気候変動適応における広域ア
クションプラン策定事業 九州・沖縄ブロック 
生態系分科会アドバイザー 

2020 年 9 月～2022 年 3 月 

波多野想 沖縄総合事務局開発建設部「景観委員会」 2020 年度 
波多野想 沖縄県「沖縄県景観評価委員会」 2020 年度 
波多野想 沖縄県「沖縄県景観形成審議会」 2020 年度 
波多野想 沖縄県「沖縄県世界文化遺産保存活用学術委員会」 2020 年度 
波多野想 沖縄県「沖縄県文化財保護審議会」 2020 年度 
波多野想 那覇市「那覇市都市景観審議会」 2020 年度 
波多野想 浦添市「浦添市屋外広告物検討協議会」 2020 年度 
波多野想 うるま市「うるま市観光まちづくり推進協議会」 2020 年度 

波多野想 与那国町「与那国町国境交流結節点化推進事業検
討委員会」 2020 年度 

波多野想 沖縄都市モノレール「沖縄都市モノレール車体利
用広告審査会」 2020 年度 

鳥山淳 沖縄県史編集委員会委員 2020 年 4 月～2021 年 3 月 
鳥山淳 沖縄県史現代編専門部会 2020 年 4 月～2021 年 3 月 
鳥山淳 宜野湾市史戦後編専門部会 2020 年 4 月～2021 年 3 月 
鳥山淳 名護市史戦後生活史編専門部 2020 年 4 月～2021 年 3 月 
鳥山淳 沖縄市史編集委員会 2020 年 4 月～2021 年 3 月 
宜野座綾乃 女性・戦争・人権学会運営委員 2018 年度～ 
佐藤崇範 沖縄県サンゴ礁保全推進協議会 監査役 2018 年 7 月～2020 年 6 月 
佐藤崇範 日本サンゴ礁学会 代議員 2017 年 10 月～継続中 
佐藤崇範 日本サンゴ礁学会 教育・普及啓発委員会委員長 2020 年 12 月～継続中 
佐藤崇範 国立公文書館 認証アーキビスト登録 2021 年 1 月～継続中 
山極海嗣 東南アジア考古学会編集委員 2018 年度～継続中 

 
 

【国際活動・国際協力等】 

氏名 活動内容 活動期間 
宜野座綾乃 JICA 母子保健研修講師 2020 年度～継続中 
宜野座綾乃 Okinawan Journal of Island Studies 編集長 2019 年度～継続中 
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【所属学会】 

氏名 学会名 
藤田陽子 日本島嶼学会 
藤田陽子 日本地域学会 
藤田陽子 環境経済・政策学会 
藤田陽子 日本リスク学会 
藤田陽子 生活経済学会 
藤田陽子 環境情報科学センター 
藤田陽子 International Small Islands Studies Association（国際小島嶼学会） 
波多野想 日本遺跡学会 
波多野想 産業遺産学会 
波多野想 観光学術学会 
波多野想 日本観光研究学会 
波多野想 国際産業遺産保存委員会 
鳥山淳 同時代史学会 
鳥山淳 日本平和学会 
鳥山淳 琉球沖縄歴史学会 
鳥山淳 沖縄県地域史協議会 
宜野座綾乃 American Studies Association 
宜野座綾乃 American Historical Association 
宜野座綾乃 Native American and Indigenous Studies Association 
宜野座綾乃 Association for Asian American Studies 
宜野座綾乃 女性・戦争・人権学会 
佐藤崇範 日本アーカイブズ学会 
佐藤崇範 日本サンゴ礁学会 
佐藤崇範 International Coral Reef Society 
佐藤崇範 日本島嶼学会 
佐藤崇範 生き物文化誌学会 
佐藤崇範 全日本博物館学会 
佐藤崇範 日本博物科学会 
佐藤崇範 日本科学史学会生物学史分科会 
佐藤崇範 沖縄生物学会 
山極海嗣 東南アジア考古学会 
山極海嗣 沖縄考古学会 
山極海嗣 日本オセアニア学会 
山極海嗣 物質文化研究会 
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Ⅳ. 外部資金等研究費獲得状況 

1. 科学研究費助成事業 

2. その他の競争的資金 

3. 受託研究 
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1．科学研究費助成事業 
＊併任教員を含む 

【研究代表】 
 

  

研究種目 氏名 期間 2020 年度獲得額 
（単位：千円） 

研究課題名 

基盤研究（B） 豊見山和行 2016～2021 年度 1,950 

琉球史料学の基礎的構築に基づく近世琉球史研究 

基盤研究（B） 鳥山淳 2020～2023 年度 2,100 

復帰前後の沖縄における基地と開発をめぐる住民運動に関する実証的研究と資料整備 

基盤研究（B） 野入直美 2019～2021 年度 3,250 

戦後沖縄社会の再建と「引揚げエリート」―台湾・満洲の「専門職引揚者」を中心に 

基盤研究（C） 越智正樹 2019～2021 年度 1,690 

辺境観光地域における社会的 DMO 成立要件に関する観光経営社会学的分析 

基盤研究（C） 佐藤崇範 2020～2023 年度 800 

自然史系博物館における「研究資料」の利活用促進に向けたアーカイブズ学的研究 

基盤研究（C） 喜納育江 2019～2021 年度 1,040 

現代アメリカにおける不寛容の言説と境域文化による多様性の再構築に関する研究 

基盤研究（C） 宜野座綾乃 2019～2021 年度 1,269 

女性琉球舞踊指導者のアメリカ社会におけるエイジェンシーの分析 

基盤研究（C） 杉村泰彦 2018～2020 年度 1,430 

食品ロスの削減・再資源化過程における品揃え形成と需給調整に係わる流通論的研究 

基盤研究（C） 山城新 2018～2020 年度 520 

現代アメリカ文学・文化の中の海の役割と概念性 

基盤研究（C） 波多野想 2020～2022 年度 1,170 

日本植民地下台湾における金瓜石鉱山の開発と事業圏域の拡大 

基盤研究（C） 鈴木規之 2018～2020 年度 1,430 

ホスト社会沖縄と日系人―ラテン文化資本の架橋性― 
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【研究分担】 
 

研究種目 氏名 期間 2020 年度獲得額 
（単位：千円） 

研究課題名 

基盤研究（A） 廣瀬孝 2018～2022 年度 100 

沿岸生態系と農地を相互保全する地域再循環システムに基づく流域型農業環境革新の展開 

基盤研究（C） 宮内久光 2018～2022 年度 780 

離島地域における生活インフラの状況と多機能化による集落機能維持に関する研究 

基盤研究 (Ｃ) 杉村泰彦 2017～2021 年度  

甘味資源作物の存在意義と地域農業の展望 

基盤研究 (C) 淡野将太 2020～2023 年度  

攻撃行動に対する小学生の善悪判断の発達的変化：仮説的推論と道徳感情帰属に着目して 

基盤研究 (Ｃ) 内藤重之 2017～2021 年度  

甘味資源作物の存在意義と地域農業の展望 

基盤研究（C） 廣瀬孝 2019～2023 年度 100 

南西諸島におけるカルスト地形の形成プロセス：野外計測と野外実験からのアプローチ 

 
 

国際共同研究加速基金
(国際共同研究強化(B)) 鈴木規之 2020～2024 年度 1,560 

タイの開発と市民社会形成のプロセス－プラチャーコム（住民組織）のダイナミズム 

若手研究（B） 當山奈那 2017～2020 年度  

国頭諸語の記述文法とドキュメンテーション 

若手研究 當山奈那 2020～2023 年度 1,560 

琉球諸語における受動・使役・授受の記述的研究 

研究活動スタート支援 山里絹子 2019～2021 年度  

米軍基地で育った「沖縄系アメリカ人」のアイデンティティ形成とディアスポラ的経験 

特別研究員奨励費 山極海嗣 2021～2023 年度 1,040 

ミクロネシア-南琉球の比較分析による初期人類の島嶼適応戦略の解明 
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新学術領域研究（研究領
域提案型） 狩俣繁久 2018～2022 年度 962 

日本語と関連言語の比較解析によるヤポネシア人の歴史の解明 

挑戦的研究（開拓） 山極海嗣 2020～2022 年度 400 

東南アジアへ拡散したオーストロネシア語族の土器・埋葬文化に関する学際的研究 

国際共同研究加速基金
（ 国 際 共 同 研 究 強 化
（Ｂ）） 

山極海嗣 2018～2021 年度 700 

オセアニアの人類移住と島嶼間ネットワークに関わる考古学的研究 

挑戦的研究（萌芽） 山里絹子 2018～2021 年度 390 

島嶼地域における女性の主体的移動と近現代社会に与えた普遍的インパクトに関する研究 

 

2．その他の競争的資金 
 

担当者氏名 支出機関名 期間 2020 年度獲得額 
（単位：千円） 

事業名・研究題目 

大湾知子 島嶼防災研究センター 2020 年 8 月～2021
年 3 月 250 

大学生における新型コロナウイルス感染症による日常生活への影響と対策 

越智正樹 琉球大学首里城再興研究プロジェクト 2020 年度  

複層的な首里歴史まちづくり─歴史資源の多元性と新たな地図化─ 

漢那洋子 令和２年度琉球大学女性研究者支援研究費 2020 年 7 月 14 日～
2021 年 3 月 31 日 1,000 

光化学を題材とした科学教育プログラムの開発・構築とその実践展開に向けた研究 

大島順子 林野庁沖縄森林管理署 2020 年 5 月～2021
年 3 月 19 日 3,543 

令和 2 年度希少野生生物保護管理事業（沖縄島北部国有林） 

野入直美 琉球大学 2020 年度  

研究成果公開促進経費（学術図書刊行） 

矢野恵美 公益財団法人 三菱財団 人文科学研究助成 2020 年 10 月～2022
年 3 月  

ジェンダーの視点から見た「犯罪者を親にもつ子ども」への支援と法 

佐藤崇範 サントリー文化財団 2020 年 8 月～2021
年 7 月 2,300 

研究者資料の学術資源化に向けた資料整理法の提案―実験物理学者・中谷宇吉郎資料を事例としたアーカ
イブズ学的実践 
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3．受託研究 

担当者氏名 支出機関名 期間 2020 年度獲得額 
（単位：千円） 

研究課題名 

獺口浩一 沖縄県工業連合会 2020 年 10 月～2021
年 12 月 660 

沖縄県工業製品の県内自給率調査―沖縄県工業の産業連関分析― 

獺口浩一 沖縄振興開発金融公庫 2020 年 10 月～2021
年 3 月 450 

コロナ禍を生き抜く自治体経営の状況と今後の展望

獺口浩一 宜野湾市役所 2020 年 8 月～2021
年 3 月 1,440 

宜野湾市人口ビジョンに関する調査・検討と改訂 

宜野座綾乃 文部科学省 機能強化経費 2019 年度～2021 年
度 13,220 

島嶼地域科学の分野横断型研究展開による国際的共同拠点形成 

波多野想（代表） 
日本学術振興会『課題設定による先導的人
文学・社会科学研究推進事業』（領域開拓プ
ログラム）

2020 年 10 月～2023
年 3 月 2,847 

対話型アーカイブズによる新たな「島嶼の知」の創出に基づく島嶼地域科学の体系化 
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Ⅴ .  研 究 所 運 営 

1. 研究所会議

2. 所内委員会組織

3. 協議委員会

4. 共同利用・共同研究運営委員会

5. 専任教員ミーティング

6. 広報
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1．研究所会議

月 日 会議名 摘 要 

5 13 第 1回 研究所会議 

議題 1．講師採用人事について 
議題 2．客員研究員の期間延長について 
報告 1．大学における活動制限期間の勤務体制等について 
報告 2．2020年度公募型共同利用・共同研究公募について 

6 10 第 2回 研究所会議 

議題 1．2019年度決算（案）について 
議題 2．2020年度予算（案）について 
議題 3．研究生の受入について 
議題 4．客員研究員の受入について 
報告 1．講師採用人事について 
報告 2．和文誌『島嶼地域科学』創刊号について 

7 8 第 3回 研究所会議 

議題 1．新型コロナ感染対策について 
議題 2．研究資源データベースについて 
議題 3．2019年度所報について 
報告 1．講師着任日について 
報告 2．研究生の受入について（資料） 
報告 3．その他 

・OJISについて
・『島嶼地域科学』について
・Resilience and Vitality Project について
・科研費 学術変革領域研究申請について

8 13 第 4回 研究所会議 

議題 1．新型コロナ感染防止策について 
報告 1．和文誌『島嶼地域科学』について 
報告 2．学術振興会「課題設定による先導的人文学・社会科学

研究推進事業（領域開拓プログラム（研究テーマ公募
型）」の募集について 

報告 3．事務補佐員の勤務時間について 
報告 4．次回研究所会議について 

10 14 第 5回 研究所会議 

議題 1．2019年度所報（案）について 
議題 2．和文誌『島嶼地域科学』の編集体制について 
議題 3．次年度開催予定のイベントについて 
報告 1．学術振興会「課題設定による先導的人文学・社会科学

研究推進事業（領域開拓プログラム（研究テーマ公募
型）」の採択について 
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月 日 会議名 摘 要 

11 11 第 6回 研究所会議 

議題 1．学長裁量経費「教育研究機能促進経費」の予算配分に
ついて 

議題 2．文系総合研究棟 602-2資料室整備について 
議題 3．令和３年度戦略的重点配分経費「教育研究環境充実経

費」について 
議題 4．年俸制Ⅱ適用教員への外部資金獲得インセンティブ

（案）について 
議題 5．新型コロナウイルス感染症対応について 
報告 1．次号定期刊行物の出版準備状況について 

12 9 第 7回 研究所会議 

議題 1．『島嶼地域科学』出版スケジュールについて 
議題 2．OJISの新たな公開方法について 
報告 1．新型コロナウイルス感染対策について 
報告 2．The Challenges of Island Studies について 
報告 3．『島嶼地域科学という挑戦』について 

1 13 第 8回 研究所会議 
議題 1．2021年度併任教員継続意志確認の依頼について 
議題 2．特別協力研究員制度について 
報告 1．RIIS研究紹介セミナーの開催について 

2 10 第９回 研究所会議 

議題 1．2021 年度併任教員（継続）について 
議題 2．客員研究員について 
議題 3．研究所運営体制について 
報告 1．学術変革領域（A）申請について 
報告 2．次号定期刊行物の出版準備状況について 

3 10 第 10回 研究所会議 

議題 1．2021年度公募型共同利用・共同研究について 
議題 2．客員研究員について 
議題 3．6階資料室について 
報告 1．各種業務の進捗状況について 



50 

2. 所内委員会組織

（1）Okinawan Journal of Island Studies (OJIS) 編集委員会

月 日 会議名 摘 要 

4 24 第 1回 OJIS編集委員会会議 

議題 1．OJIS創刊号の配布と査収 
議題 2．OJISの改善点に関して 
議題 3．アドバイザリーボードによる査収に関して 
議題 4．Vol. 2募集および今後の展望に関して 
議題 5．その他  

7 20 第 2回 OJIS編集委員会会議 
議題 1．〆切延長前に投稿のあった論文の検討 
議題 2．OJIS Vol. 1のフィードバックのレビュー 
議題 3．その他 

9 9 第 3回 OJIS編集委員会会議 

議題 1．8月 10日〆切分の投稿論文のスクリーニング 
議題 2．Vol. 3 スペシャル号に関して 
議題 3．6月 30日までに投稿があった論文の査読結果に

ついて 
議題 4．その他 

10 19 第 4回 OJIS編集委員会会議 

議題 1．査読結果の報告と OJIS Vol. 2 への掲載の審議 
議題 2．進捗状況の報告 
議題 3．OJIS Vol. 2の表紙 
議題 4．オープンアクセスについての文言追加 

12 3 OJIS 編集委員会臨時会議 

議題 1．査読結果が割れた投稿論文の掲載に関する最終
審議 

議題 2．寄稿論文と査読付き投稿論文をどのように差別
化するか 

議題 3．その他、宜野座編集長からの報告など 
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（2）『島嶼地域科学』編集委員会 

月 日 会議名 摘 要 

5 25～27 【メール編集委員会】 議題 1．再査読依頼について 

5 30 
第 2回『島嶼地域科学創刊号』 
編集委員会会議(ZOOMオンライン） 

議題 1．再査読依頼について 

7 9 
第 3回『島嶼地域科学創刊号』 
編集委員会会議 

議題 1．原稿の採否、種別について 
議題 2．新雑誌の形態について 

7 15～17 【メール編集委員会】 
議題 1．雑誌名の英語表記について 
議題 2．雑誌の体裁について 

8 30～9/3 【メール編集委員会】 
議題 1．表紙について 
議題 2．版下について 

9 12 『島嶼地域科学 創刊号』J-STAGE公開 

12 1～9 【メール編集委員会】 
議題 1．投稿の意思表示の締め切り

について 

2 4 
第 1回『島嶼地域科学第 2号』 
編集委員会会議（ZOOM オンライン） 

議題 1．原稿投稿状況について 
議題 2．査読者について 
議題 3．査読報告書について 
議題 4．研究ノートの取り扱いにつ

いて 
議題 5．既定ページ数超過の取り扱

いについて 
議題 6．総合評価について 

2 4～6 【メール編集委員会】 
議題 1．査読結果報告書の修正につ

いて 

3 24 
第 2回『島嶼地域科学第 2号』 
編集委員会会議 

議題 1．査読結果について 

24～25 【メール編集委員会】 議題 1．再査読結果報告書について 
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3. 協議委員会
2020 年度は開催なし。

4. 共同利用・共同研究運営委員会
2020 年度は開催なし。
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5. 専任教員ミーティング

月 日 会議名 

4 7 第１回 専任教員・研究員ミーティング 

5 28 第２回 専任教員・研究員ミーティング 

6 2 第３回 専任教員・研究員ミーティング 

6 16 第４回 専任教員・研究員ミーティング 

6 26 第５回 専任教員・研究員ミーティング 

7 1 第６回 専任教員・研究員ミーティング 

7 15 第７回 専任教員・研究員ミーティング 

7 22 第８回 専任教員・研究員ミーティング 

7 29 第９回 専任教員・研究員ミーティング 

8 5 第 10回 専任教員・研究員ミーティング 

9 16 第 11回 専任教員・研究員ミーティング 

9 23 第 12回 専任教員・研究員ミーティング 

9 30 第 13回 専任教員・研究員ミーティング 

10 7 第 14回 専任教員・研究員ミーティング 

10 21 第 15回 専任教員・研究員ミーティング 

10 28 第 16回 専任教員・研究員ミーティング 

11 4 第 17回 専任教員・研究員ミーティング 

11 18 第 18回 専任教員・研究員ミーティング 

11 25 第 19回 専任教員・研究員ミーティング 

12 2 第 20回 専任教員・研究員ミーティング 



54 

月 日 会議名 

12 16 第 21回 専任教員・研究員ミーティング 

12 23 第 22回 専任教員・研究員ミーティング 

1 6 第 23回 専任教員・研究員ミーティング 

1 22 臨 時 専任教員・研究員ミーティング 

1 27 第 24回 専任教員・研究員ミーティング 

2 3 第 25回 専任教員・研究員ミーティング 

2 17 第 26回 専任教員・研究員ミーティング 

2 24 第 27回 専任教員・研究員ミーティング 

3 3 第 28回 専任教員・研究員ミーティング 

3 17 第 29回 専任教員・研究員ミーティング 

3 24 第 30回 専任教員・研究員ミーティング 

3 31 第 31回 専任教員・研究員ミーティング 

（一部オンラインにて開催）
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6．広報 

島嶼地域科学研究所ウェブサイト https://riis.skr.u-ryukyu.ac.jp/ 
 各種イベント、取り組みに関するお知らせ、データベース等、島嶼地域科学研究所の最新情報からこ
れまでに蓄積された研究成果まで幅広いコンテンツを紹介している。2020 年度は、[お知らせ] 8 件、
[イベント情報] 8 件を新規掲載した。

島嶼地域科学研究所公式フェイスブック https://www.facebook.com/RIIS.u.ryukyus/ 
 島嶼地域科学研究所ウェブサイトで公開した情報をベースに情報を更新している。海外の方向けに、
日本語と英語を併記している。2020 年度は、20 件を新規投稿した。 
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